
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

41,785,853平均値 47.9 48.8 66.7 67.2 70.5平均値 37.1 37.9 47.3 50.2 52.7

当該値 30.1 29.2 53.3 56.7 60.1

H28 H24 H25

当該値 36,781,795 41,551,909当該値 47.0 51.8 63.2 67.4 73.1

H26 H27 H28

　当院は、離島という地理的条件や採算等の面か
ら、民間による医療の提供が困難な不採算の地域
に立地し、地域唯一の入院施設を持つ医療機関と
して地域医療の中心的な役割を果たしている。
　今後も厳しい経営環境が見込まれるが、平成
28年度に公表された島根県地域医療構想を受け策
定した、新公立病院改革プランを着実に実行し、
医師・看護師をはじめとする医療スタッフの確保
を図ったうえで、適正な収入と経費の縮減によ
る、安定した病院経営に努めていく。
　また、施設の老朽化については、長寿命化に向
けた対策を検討するとともに、今後の地域におけ
る医療・介護・福祉・保健のニーズを的確に把握
し、関係諸機関と連携を図りながら、方向性や対
策について検討、協議を行っていく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

42,838,886 43,451,182 43,971,864

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,198,617 34,662,133 37,994,115 42,228,890

全体総括

平均値 18.3 20.1 19.1 19.3 17.6平均値 73.3 75.6 73.4 75.2 79.5

18.9当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 21,672

当該値 16.3 16.1当該値 6,282 6,624 7,280 7,214 7,15123,298 23,605 18.1 18.8当該値 25,072

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 6,951 8,208 7,997 8,159 8,00025,920 24,479

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の中
で75％を占める建物部分の影響が大きいところだ
が、当院の建物は、主に3つの区画（①旧館・昭
和61年建築、②新館・平成13年増築、③リハビリ
棟・平成25年増改築）から構成され、中でも旧館
部分は建設から32年が経過し老朽化が進んでいる
ことから、数値は上昇していく傾向にある。
　機械備品減価償却率及び、1床当たり有形固定
資産については、概ね、類似病院平均と同率で推
移している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

24,294 24,767

64.9 63.4

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

106.1 132.7 154.8 139.9 156.6 平均値75.4 73.2 70.5 72.2 69.5 平均値 65.6 63.9

24,538 23,656

88.2 85.9

平均値 98.3 98.3 96.5 97.7 96.2 平均値

43.8 50.7 56.8 当該値 81.5 88.083.9 79.6 76.8 当該値 40.1 42.9

67.0

当該値 92.8 96.3 97.8 96.7 98.5 当該値 82.0 87.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

 病床利用率は比較的高い水準で推移しており、
医業収支比率も類似病院平均を上回っている。経
常収支比率については、年によって増減を繰り返
しているが、近年は上昇傾向となっており、累積
欠損金比率は類似病院平均より大幅に低い水準に
て経営を維持している。
　しかし、患者1人1日当たりの収益が、入院・外
来ともに類似病院平均を下回っていることから、
今後は当該数値を上昇させていくため、地域包括
ケア病床の導入や、診療報酬の適正な算定を行う
ことによる診療単価のアップを図り、安定した収
益が確保できるよう取り組んでいく。
　併せて、経費の抑制対策等による費用削減を図
り、経常収支の黒字化を目指していく。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性  当院は、隠岐医療圏のうち、島前地域（西ノ島町
（人口約2,900人）、海士町（人口約2,300人）、知
夫村（人口約650人））において、唯一の入院施設
を有する医療機関として、急性期医療から在宅医療
まで幅広い診療にあたっている。
　また、3町村にはそれぞれ無床の国保診療所があ
るが、そのうち西ノ島町の浦郷診療所と知夫村の知
夫診療所へは、地域医療支援ブロック制の拠点とし
て、医師の派遣及び代診等を行っている。
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経営比較分析表（平成28年度決算）
島根県隠岐広域連合（事業会計分）　隠岐島前病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
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②医業収支比率(％)
【89.5】

89.0

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

①経常収支比率(％)
【98.4】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
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【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


